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１１月１日火曜日　地域主権協働委員会による第４回協働の場勉強会が開催されました。

本年度としては最終回となる協働の場となり、冒頭に木山理事長より参加された団体の皆様方に新潟JCの運動に対

する理解や継続の重要性、そして1年間を通じての感謝の意が述べられました。その後、新潟大学　田村助教授の進

行にて地域課題の抽出及び共有として事前アンケートにて作成したマニフェストシートについて各団体の皆様及び委

員会メンバー全員よりそれぞれ発表を行い、活発な意見交換がなされました。それぞれ発表している姿は、地域のた

めを想う熱意が大変強く感じられました。まちの未来と地域課題を共有し、解決に取り組むべく地域と調和した運動の

スタートが切られた「協働の場」となりました。

１年間を通して運営された地域主権協働委員会の皆様ご苦労様でした。

１１月２日（水）新潟グランドホテ

ルにおいて（社）新潟青年会議

所・新入会員の認証式が執り行

われ、晴れて３７名の正会員が

誕生いたしました。式典では木

山理事長からバッチを、小野委

員長からはネームプレートを、こ

れから夢と希望に満ちたメンバ

ーひとりひとりに期待と共に授与

されました。その後、新しく誕生

した正会員メンバー一人ひとりか

らスピーチがありました。皆、もう

すでに正会員としてスタートして

いくには充分すぎるくらいの力強

い言葉が決意と共に述べられま

した。これも新しく正会員となった

３７名の努力、そしてスポンサー

の方々のサポート、そして何より

も小野委員長をはじめとするオリ

エンテーション委員会の皆様の

深い関わり持ってご指導頂いた

結果がこの様な晴の舞台を実現

したものと思われます。これから

正会員となった３７名は一致団

結して、１２月例会という大きな

事業に向けて突き進んで行くこと

でしょう。

11月5日（土）6日（日）産業振興センターにおいて、食と花の世界フォーラム・にいがたプレ２００５が

開催されました。（社）新潟青年会議所からは和田委員長率いるアイデンティティ推進委員会の設

営により、会場内では、食品廃棄物の循環利用で生産された農・畜産物の生産実例などを紹介した

展示ブースを出展し、また会場外の飲食ブースではアンケートに回答頂いた方々に、一般家庭から

排出された食品を利用して生成された堆肥から生産された米で作った「おにぎり」と、給食の調理残

さを飼料として生産された豚肉を使用した「豚汁」を配り、食と環境についてＰＲを行いました。土日

の2日間にわたり運営されたアイデンティティ推進委員会の皆様お疲れ様でした。




